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岩倉市民憲章
小さなまちから大きな夢を

悠久の時を刻みながら流れる五条川。 多くの文化遺産。
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

・「いわくらイルミネーションクリスマスイ
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健康講座　　　　　　　　　 １３▲11月2日（土）JA愛知北産
直センター岩倉店で岩倉市農
業振興事業「いわくら産直フェ
ア2013」が行われました。

わらず５千人の人出で賑わいました。
　会場では様々な催しが行われ子どもから大
人まで楽しい時間を過ごしていました。
(この写真は広報モニター福村一夫さん提供 )

　１１月９日（土）、１０日（日）、総合体育文化
センターで「いわくら市民ふれ愛まつり 2013」
が開催されました。９日は天候にも恵まれ１万１
千人、１０日は朝からのあいにくの雨にもかか

　１１月１日（金）から４日（月・振休）まで、総合
体育文化センターで市民文化祭が行われました。
　市民文化祭には、日本画や洋画、書道、生け花など
のほか、小・中学校の児童・生徒による絵や工作も展
示されており、どの作品も市民の皆さんの力作です。
　訪れた人たちは出展された作品を一つずつ、じっ
くりと鑑賞し、それぞれが文化の秋を感じる時間を過
ごしていました。

　１１月２日（土）、第一児童館でにこにこシティいわくら２０
１３が行われ、たくさんの子どもたちで賑わいました。
　にこにこシティは、まちの建設からお店の経営など、ま
ちの動きを子どもたちが手がける「遊びと体験のまち」で
す。市役所や警察、レストランなどさまざまな職業と射的
などのアトラクションが並び、遊びに来た子どもたちは目
を輝かせながら手作りのまちを満喫していきました。

広報いわくら　２０１３年12月1日号　Ｎｏ.１０25

胃癌・大腸癌に対する化学療法（抗がん剤療法）

いわくら市民ふれ愛まつり2013、にこにこ
シティいわくら2013、市民文化祭

表紙の写真
「い～わくんの
　お友だちフェスタ!!」

いすき いわくら ふれ愛まつり
いわくら市民ふれ愛まつり２０１３だ

作りのまち
にこにこシティいわくら２０１３手化の秋

市民文化祭文

催し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
・みどりの家の催し　ほか
募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
・放送大学４月入学生　ほか

健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・麻しん風しん混合第２期、二種混合（ジフテリ
　ア・破傷風）の予防接種はお済みですか　ほか

相談・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・１２月４日～１０日は人権週間～人権週間のお
　知らせ～　ほか

暮らしのガイド 14

25 平成25年12月1日

11月9日（土）、いわくら
市民ふれ愛まつり2013
で「い～わくんのお友だ
ちフェスタ!!」が行われ
16体のゆるキャラたち
が勢ぞろい。最後には
皆で「恋するフォー
チュンクッキー」を踊
り会場を盛り上げまし
た。
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平成２５年度岩倉市職員採用候補者試験を行います（平成２６年４月１日　採用予定）
１　職種・採用予定人数および受験資格

職　　種 採用予定人数 受験資格
学歴 年 齢 等 資 格

事務職 　９人

短　大
・

大　学

昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で平成 26 年 3 月 31 日までに卒
業または卒業見込みの人

技術職 　５人
昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で平成 26 年 3 月 31 日までに卒
業または卒業見込みの人

技術に関する学科（※１）（土木、建築、
機械、化学、造園等）を専攻し、卒業ま
たは卒業見込みの人

保育職 　１人
昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で平成 26 年 3 月 31 日までに卒
業または卒業見込みの人

保育士資格を有するかまたは取得見込み
の人

※ 1「技術に関する学科」とは土木（工学）科、建築（学）科、都市工学科、農業土木（学）科、交通工学科、電気工学科、緑地（学）科、
造園（学）科、機械（工学）科等です。
２　１次試験

日時 平成２６年１月１８日（土）　午前８時４５分～正午
受付開始：午前８時１５分　※午前９時５０分を過ぎると受験できません。

会場 岩倉市役所　７階　大会議室
試験内容 教養試験、適性検査
持ち物 受験票、筆記用具（ＨＢの鉛筆含む）等

合格発表 １月下旬に岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）に掲載します。また、1 次試験合格者には通知します。
３　受験手続

（１）受験申込書、受験票の請求方法
①岩倉市役所秘書課で直接受け取る。
②郵送請求封筒に ｢受験申込書請求｣ と朱書きし、１２０円分の切手を貼ったＡ４判サイズの返信用封筒［住所・氏名・郵便番号を明
記］を同封してください。受付期間中に申込みができるように早めに請求してください。
③インターネットでの入手【岩倉市のホームページ（アドレス裏表紙参照）からダウンロードすることができます】。

（２）申込方法

受付期間 平成２５年１２月２日（月）～１２月２０日（金）
午前８時３０分～午後５時１５分（土・日曜日は除く）

提出書類 岩倉市職員採用候補者試験申込書（市指定のもの）、受験票（市指定のもの）。※試験申込書は、Ａ３サ
イズで提出。貼付の写真は、６カ月以内に撮影したもの。

申込方法
①岩倉市役所秘書課に直接持参
②郵送で申し込む ※受付期間内必着のこと（封筒に「受験申込み」と朱書きし、提出書類［受験票は、
表裏に必要事項を明記・５０円切手貼付］を必ず同封してください。）

受験票の交付 直接申込書等を持参された人は、その場で受験票を受付し交付します。
郵送申し込みの人は、受験票を受付後、送付します。

●問合先　秘書課秘書人事グループ（☎３８－５８０１）まで。

岩倉市表彰受賞者の皆さんを紹介します
　岩倉市では、毎年１２月１日の市制記念日に、本市の発展に貢献された皆さんを表彰しています。今年の受賞
者は次の皆さんです（順不同・敬称略）。
●自治功労者表彰
★地方自治の進展に貢献
　赤

あ か

堀
ほ り

俊
と し

之
ゆ き

（野寄町）
●一般表彰（個人）
★地方自治の進展に貢献
　浅

あ さ

田
だ

　淸
きよし

（川井町）、伊
い

藤
と う

和
か ず

典
の り

（新柳町）、植
う え

手
て

美
み

代
よ

子
こ

（北島町）
★教育、体育、学術その他文化の振興に貢献
　伊

い

藤
と う

ふみ子
こ

（稲荷町）、横
よ こ

井
い

敦
あ つ

子
こ

（稲荷町）、西
に し

　正
ま さ

秀
ひ で

（八剱町）
★民生の安定に貢献
　児

こ

玉
だ ま

　都
みやこ

（東新町）
★保健衛生の向上に貢献
　安

あ ん

藤
ど う

徹
て つ

也
や

（曽野町）、白
し ら

木
き

美
み

祝
ほ ぎ

（下本町）、菅
す が

沼
ぬ ま

美
み

千
ち

夫
お

（曽野町）、寺
て ら

澤
ざ わ

正
ま さ

恭
ゆ き

（栄町）、松
ま つ

浦
う ら

代
だ い

助
す け

（中本町）
★治安の維持及び水害、火災その他災害の防護に貢献
　木

　き　むら

村謙
け ん

一
い ち

（中本町）、井
い の

上
う え

隆
た か

義
よ し

（八剱町）、井
い の

上
う え

義
よ し

之
ゆ き

（大地新町）、竹
た け

井
い

鉄
て つ

次
じ

（南新町）、堀
ほ り

尾
お

豊
と よ

生
お

（石仏町）

●問合先　秘書課秘書人事グループ（☎３８－５８０１）まで。
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岩倉市の人事行政の運営等の状況についてお知らせします
　岩倉市の人事行政を運営していくうえで、より公正で透明性を高めていくために、「岩倉市人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例」に基づき、平成２４年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条件などに
ついて、その概要をお知らせします。
　なお、詳細な資料については、岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）をご覧ください。
●問合先　秘書課秘書人事グループ（☎３８－５８０１）まで。

１ 職員の任免および職員数に関する状況

事務職 技術職 保育職 看護職 消防職 合計

１１人 １人 ５人 １人 ４人 ２２人

(２) 職員の退職の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(１) 職員の採用の状況（平成２４年４月２日～平成２５年４月１日採用）

定年退職 勧奨退職 普通退職 その他（死亡 ･ 免職等） 合計

１０人 ４人 ２人 １人 １７人

(３) 職員の昇任および降任の状況（平成２４年４月２日～平成２５年４月１日）
昇　　　　　任

降　任
部長級 課長級 主幹級 係長級 主任級
１人 ５人 ４人 １人 ３人 ０人

(４) 職員数の状況（各年４月１日現在 単位：人）
区　分 事務職 保育士 児童厚生員 保健師 看護師 作業療法士 歯科衛生士 栄養士 消防士 技能労務職 合　計

２４年 １９７ ６４ １１ １２ ３ １ １ １ ５０ ２８ ３６８

２５年 ２００ ６５ １１ １２ ４ １ １ １ ５０ ２８ ３７３

増　減 ＋３ ＋１ ０ ０ ＋１ ０ ０ ０ ０ ０ ＋５
※一般職に属する職員（教育長を除き、小牧岩倉衛生組合派遣職員を含む）

(５) 再任用職員の状況（各年４月１日現在）
区　分 平成２４年 平成２５年

短時間勤務職員 ８人 １０人

２ 職員の給与の状況
(１) 人件費の状況（平成２４年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成２５年3月31日現在） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率 (B/A) ２３年度の

人件費率
４7，６５８人 １２，９６６，８３９千円 ８１３，３０７千円 ２，７２３，１８９千円 ２１．０％ ２０．６％
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(２) 職員給与費の状況（平成 24 年度普通会計決算）

職員数 ( Ａ )
給与費 1 人当たり給与費

(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)
３５８人 １，１７４，６２８千円 １９７，７５１千円 ４２０，７１６千円 １，７９３，０９５千円 ５，００９千円

※再任用職員８人を含む

(４) 職員手当の状況
区　　　　分

期末勤勉手当

期末手当 勤勉手当
６月期 １．２２５月分 ( ０．６５月分 ) ０．６７５月分 ( ０．３２５月分 )
１２月期 １．３７５月分 ( ０．８０月分 ) ０．６７５月分 ( ０．３２５月分 )

計 ２．６０月分 ( １．４５月分 ) １．３５月分 ( ０．６５月分 )
職制上の段階、職務の級等による加算措置　有
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。

退職手当
１人当たり平均支給額
普通退職 ２１，６３５千円
勧奨・定年退職 ２６，９０３千円

地域手当
支給率 支給対象職員数 支給対象職員 1 人当たり平均支給年額
３％ ３７１人 １０９，１１４円

国の制度（支給率） ３％

特殊勤務手当 職員全体に占める手当支
給職員の割合 ５９．６％ 支給職員１人当たり平

均支給年額 １５，９９３円

時間外勤務手当
支給総額 支給職員 1 人当たり平均支給年額

 ４８，４７３，０８３円 １８７，１５５円

扶養手当 扶養親族１人につき６，５００円～１３，０００円
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子１人につき５，０００円を加算

住居手当 借間・借家　１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高２７，０００円

通勤手当
①交通機関利用者 運賃等の額に応じ、最高５５，０００円
②交通用具利用者 通勤距離に応じ、２，０００円～２４，５００円
③交通機関と交通用具の利用者 ①と②の合計額、最高５５，０００円

管理職手当 部長職 : ７０，８００円　課長職 : ５４，０００円　主幹職 : ３９，７００円

(３) 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

岩倉市 ３２１，７１６円 ３８７，４８４円 ４１．１歳 ２７３，２６４円 ３０１，９５７円 ４１．３歳

国 ３０４，９４４円 － ４２．８歳 ２７０，４６５円 － ４９．７歳
※１「平均給料月額」とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。
※２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の
額を合計したものです。



平成25年12月1日 6

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(１) 勤務時間

１日当たりの勤務時間 １週間当たりの勤務時間
月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分

休憩時間：１時間 ３８時間４５分

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場もありますが、週３８時間４５分を原則として勤務の
割り振りをしています。

(２) 休暇制度
職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇があります。
年次有給休暇の１人当たり平均取得日数

（平成２４年１月１日～１２月３１日） ７日６時間

(３) 育児休業等の取得状況
区分 育児休業 部分休業

取得者数 ２１人（５人） ３人（１人）
※（　）内は、平成２４年度に新たに育児休業等を取得した職員数（内数）

４ 職員の分限および懲戒処分の状況
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 降給 免職 停職 減給 戒告
－ ６人 － － － － ２人 －

５ 職員の服務の状況
職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制限、

争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。
職務専念義務免除承認件数 ２０２件（人間ドック等）
営利企業等従事許可件数 ３６件（消防団員等）
　

６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
(１) 職員の研修の状況

区分 主な研修内容 人数

独自研修
新規採用職員研修、コミュニケーション研修、メンタルヘルス研修、パ
ート職員等研修、プレゼンテーション研修、災害危機管理研修、普通救
命講習など

８４３人

派遣研修
（公財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張五市二町研修協議会、市
町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所、自治大学校、全国地域
リーダー養成塾、愛知県労働基準協会など

１３６人

合 計 ９７９人

区　分 給料月額等 期末手当
市　長 ９８９，０００円 ６月期 １．４０月分

１２月期 １．５５月分
　　計  ２．９５月分
加算措置　有

副市長 ８１６，０００円
議　長 ５１２，０００円
副議長 ４６２，０００円
議　員 ４３１，０００円

(５) 特別職の報酬等の状況
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(２) 勤務成績の評定の概要
概要 評定の時期 対象者数

部長（一部、課長を含む）以上による勤務成績評定と
自己評定とし、ＡからＥまでの５段階で評価します。

６月１日
１２月１日

６月期 ７１人
１２月期 ７７人

７ 職員の福祉および利益の保護の状況
(１) 職員の健康管理事業の状況

区　分 受診者数
定期健康診断 １６１人
人間ドック ２０２人
産業医による健康相談 ３７人

(２) 共済制度
愛知県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医療関係等）、長期給付事業

（年金関係等）、福祉事業（健康保持増進事業等）を行っています。
共済組合負担金 ２７９，９０５，６０１円（１人当たり７５８，５５２円）

(３) 職員互助会
会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、職員互助会を設置しています。
互助会負担金 ２，６８７，０８８円
負担割合 会員掛金：市負担金＝１：１

(４) 職員の災害補償
公務災害（傷病）認定件数 ３件
地方公務員災害補償基金負担金 ２，４７３，８８０円

８ 公平委員会の業務の状況

区分 件数
勤務条件に関する措置の要求 ０件
不利益処分に関する不服申立て １件
苦情処理 ０件

　愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホーム
ページおよび岩倉市役所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。
ホームページアドレス
愛北広域事務組合　
http://www.aihoku-kouiki.jp
小牧岩倉衛生組合　
http://www.city.komaki.aichi.jp/area/komakiiwakura/

●問合先　愛北広域事務組合（野寄町向山７６０☎３７－０８４０）、
　　　　　小牧岩倉衛生組合（小牧市大字野口2881番地9　☎０５６８－７９－１２１１）まで。
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「
い
わ
く
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
・
軽
ト
ラ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
市
」を
開
催
し
ま
す
！

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
と
特

定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
く
ら
観
光
振
興

会
が
連
携
し
、岩
倉
駅
東
西
を
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
り
付
け
、
駅
前
広
場
に
賑
わ

い
を
持
た
せ
る
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
と
軽
ト
ラ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
市
を

開
催
し
ま
す
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
綺
麗
に
飾
ら
れ

た
岩
倉
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
と
岩
倉
駅
東
西

地
下
連
絡
道
に
飲
食
や
物
販
の
ブ
ー
ス
等

が
出
店
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
素
敵

な
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
い
に
来
て
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
月
22
日
㈰
午
後
５
時
～
８
時

30
分

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ

び
岩
倉
駅
東
西
地
下
連
絡
道

●
内
容
　
①
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委

員
会
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
お
よ
び

ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
。
②
毎
月
、
第
３

日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
軽
ト
ラ
市
」。

●
イ
ベ
ン
ト
　
い
～
わ
く
ん
と
山や

ま
の

内う
ち

慶け
い

寅と
ら

く
ん
も
来
場
。
ま
た
、
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

コ
ス
プ
レ
を
し
て
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
主
催
等
　
主
催
…
岩
倉
市
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
。
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

い
わ
く
ら
ラ
ン
チ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
飲

食
店
を
募
集
し
ま
す
！

　

岩
倉
市
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
市
内
の
新
し
い
お
店
の
発
見
、
ま
た

気
に
な
っ
て
い
る
お
店
へ
の
来
店
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
ま
ち
に
賑
わ
い
の
創
出
と

活
性
化
の
た
め
、
市
内
飲
食
店
の
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
「
い
わ
く
ら
ラ
ン

チ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
に
伴
い
、
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
わ
く
ら
ラ
ン
チ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
〉

●
と
き
　
12
月
20
日
㈮
～
平
成
26
年
２
月

21
日
㈮

●
と
こ
ろ
　
市
内
参
加
飲
食
店

●
内
容
　
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
参
加
飲
食
店
で
配
布
す
る
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
行
く

と
各
お
店
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト

数
に
よ
り
「
い
～
わ
く
ん
グ
ッ
ズ
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〈
参
加
飲
食
店
の
募
集
〉

●
参
加
費
　
２
千
円

●
参
加
条
件
　
①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加

者
に
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
等
が
可
能
な
こ

と
。
②
お
店
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
も
ら
え
る
こ
と
。
③
ラ
ン
チ
を
食
べ

た
人
の
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
え
る
こ
と
。

●
応
募
締
切
　
12
月
６
日
㈮

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://iw
akura-kanko.com

/

）
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●
市
政
の
窓
●

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
催
等
　
主
催
…
岩
倉
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
。

●
問
合
先
　
岩
倉
市
観
光
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
８
１
‐
３
３
６
８
）
ま
で
。

い
～
わ
く
ん
の
年
賀
状

テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
！

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
岩
倉
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参

照
）
か
ら
、
い
～
わ
く
ん
の
年
賀
状
テ
ン

プ
レ
ー
ト
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
追
加
し
ま
し
た
の

で
、
新
年
の
年
賀
状
と
し
て
ご
使
用
い
た

だ
い
て
、
い
～
わ
く
ん
と
岩
倉
市
の
Ｐ
Ｒ

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
　
岩
倉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
右
側
の
「
い
～
わ
く
ん
年
賀
状
ア

イ
コ
ン
」か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

『
お
じ
ん
と
瑞み

ず

希き

』人
権

朗
読
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
お
じ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
童
話
作
家
の
鬼き

頭と
う

隆た
か
し

さ
ん
と
娘
の
瑞
希

さ
ん
を
招
い
て
、
童
話
・
詩
の
朗
読
と
ピ

ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

鬼
頭
隆
さ
ん
は
、
童
話
を
書
い
て
30

年
。
今
ま
で
に
小
中
学
校
等
１
千
校
以

上
で
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
瑞

希
さ
ん
は
、
名
古
屋
を
中
心
に
ピ
ア
ノ

弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
（
開
場
午
後
１
時
）

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

●
演
題
　「
夢
中
に
な
る
と
奇
跡
が
起
き

る
」

●
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人

は
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
土
地
と
家
屋
に
対
し
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、
登
記
に

よ
る
手
続
き
（
滅
失
登
記
）
が
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
課
税

さ
れ
る
た
め
、「
家
屋
取
壊
申
告
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
い
た
だ

け
れ
ば
、
税
務
課
窓
口
で
す
ぐ
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

●
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。

　気軽にお金を借りられることから、サラリーマ
ン金融（サラ金）の利用に関するトラブルが起き
ています。トラブルが起こる前に、できる限り早
く法律の専門家に相談することが大切です。
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設している「サ
ラ金・クレジット被害相談」（初回の相談料は無料。
２回目の相談料を補助します。）と「消費者被害相
談」に相談された場合に、相談料の５，２５０円を
補助しています。補助を受けるには、事前に市民
相談室で相談を受けることが必要です。詳しくは、
お問い合わせください。

●問合先　市民相談室（☎３８－５８２２）まで。

サラ金および悪質商法の相談料を補助します
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●
市
政
の
窓
●

　平成２３年から岩倉市まちづくりカレンダーは全戸配布をとりやめ、公共施設またはお店で配布させて
いただいています。
　これは市のカレンダーを必要としない人もおみえになるため、お使いいただける人にはお手数ですが下
記の公共施設またはお店の引換所にこのページ右上の引換券をお持ちいただき、カレンダーをお受け取り
ください。
※１世帯１部でお願いします。

★カレンダー引換所
市役所情報サロン、市役所１階総合受付、総合体育文化センタ
ー、生涯学習センター、市民プラザ、図書館、さくらの家、南
部老人憩いの家、ピアゴ岩倉店、ピアゴ八剱店、生鮮館やまひ
こ岩倉店、ナフコ不二屋岩倉店、バロー岩倉店、トップワン岩
倉店、カネスエ八剱店
●引換期間　12 月 2 日 ( 月 ) ～ 31 日 ( 火 )
※平成 26 年 1 月からは市役所情報サロン、市役所 1 階総合
　受付で引き換えます。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（☎３８－５８０２）まで。

平成２６年岩倉市まちづくりカレンダーは
引換所でお受け取りください！

平成２６年
岩倉市

まちづくり 
カレンダー

引換券

普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す

　
消
防
署
で
は
、
毎
月
９
日
に
、
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
３
月
と

９
月
は
上
級
救
命
講
習
会
）。

　
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
身
近
に
い
る
人
が
適
切
な

応
急
手
当
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
を
含

め
た
心
肺
蘇
生
法
や
、
止
血
法
の
講
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
２
年
か
ら
３
年
ご
と
に
再
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●
と
き
　
12
月
９
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

（
３
時
間
を
予
定
）

●
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
大
会
議
室

●
定
員
　
一
回
の
講
習
に
つ
き
30
人

●
申
込
方
法
　
随
時
消
防
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
電
話
可
）。

※
10
人
以
上
の
受
講
者
が
あ
る
と
き
は
、

と
き
・
と
こ
ろ
を
調
整
し
て
出
向
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
指
導
員
　
救
急
救
命
士
、
救
急
隊
員

●
申
込
・
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
‐

５
３
３
３
）
ま
で
。

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
か
ら
３

月
14
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10

時
か
ら
11
時
30
分
（
２
月
21
日
㈮
は
あ
り

ま
せ
ん
）
の
全
９
回
。

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
柔

剣
道
場

●
対
象
　
よ
ち
よ
ち
歩
き
か
ら
３
歳
以
下

ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
市
内
に
在

住
か
在
勤
）

●
参
加
料
　
大
人
３
千
６
０
０
円
、
幼
児

無
料
（
保
険
料
含
む
）

●
定
員
　
40
組

●
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒
、
名
前
ゼ
ッ

ケ
ン
、
着
替
え

●
申
込
方
法
　
①
教
室
名
②
住
所
③
参
加

さ
れ
る
保
護
者
と
お
子
さ
ん
の
氏
名
④
親

子
の
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
ご
記
入

の
う
え
、
往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
市
役
所
に
来
て
い
た
だ
き
、
所
定
の
用

紙
で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
（
返
信
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●
市
政
の
窓
●

用
の
50
円
切
手
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

●
申
込
期
間
　
12
月
３
日
㈫
～
13
日
㈮

※
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
抽
選
と
し
、
受
講
の
可
否
を
12
月
27

日
㈮
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先
　
体
育
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内

〒
４
８
２
‐
８
６
８
６
岩
倉
市
栄
町
一
丁

目
66
番
地
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。

岩
倉
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
平
成
24
年
度
の

実
績
を
公
表
し
ま
す

　
市
は
自
ら
が
事
業
者
と
し
て
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
市
の
事
務
お

よ
び
事
業
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
す
「
岩

倉
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
平

成
21
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
平
成
24
年
度
の
取
組
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

計
画
の
要
旨

　

平
成
19
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、
平

成
21
年
度
か
ら
４
年
間
で
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
４
㌫
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
（
二
酸
化
炭
素
換
算
）

約
４
千
６
２
２
㌧
に
対
し
、
平
成
24
年
度

ま
で
に
約
１
８
４
㌧
の
削
減
を
目
指
し
ま

し
た
。

取
組
結
果

　
平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
二
酸
化
炭
素
換
算
）
は
、
約
４
千
２
８
９

㌧
で
約
３
３
３
㌧
（
約
７
．
２
㌫
）
の
削

減
と
な
り
、
計
画
の
削
減
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
夏

の
電
力
需
給
不
足
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
の

備
え
と
し
て
策
定
し
て
い
る
、
岩
倉
市
庁

舎
節
電
行
動
計
画
に
よ
り
節
電
に
努
め
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
し
て
比
重
の

高
い
電
気
の
使
用
量
を
削
減
で
き
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

も
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
抑
制
す
る
た
め

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。

１ 排出源別温室効果ガス排出量の削減状況

２ 施設区分別温室効果ガス排出量の削減状況

単位：kg- ＣＯ２

排出源
平成１９年度
温室効果ガス

排出量

平成２４年度
温室効果ガス

排出量

平成２４年度
温室効果ガス

削減量

平成２４年度
温室効果ガス
削減率（％）

【目標値】
平成２４年度
温室効果ガス

排出量
重油 202,437 189,158 ▲ 13,279 ▲ 6.6 201,353

軽油 84,417 55,369 ▲ 29,048 ▲ 34.4 67,032

灯油 47,258 51,243 3,985 8.4 45,275

ガソリン 91,377 78,901 ▲ 12,476 ▲ 13.7 84,807

ＬＰガス 44,158 32,326 ▲ 11,832 ▲ 26.8 42,628

都市ガス 511,669 461,805 ▲ 49,864 ▲ 9.7 485,591
電気（防犯
灯含む） 3,637,942 3,418,403 ▲ 219,539 ▲ 6.0 3,509,148

公用車走行 2,995 2,449 ▲ 546 ▲ 18.2 2,670

合　計 4,622,253 4,289,654 ▲ 332,599 ▲ 7.2 4,438,504

施設区分
平成１９年度
温室効果ガス

排出量

平成２４年度
温室効果ガス

排出量

平成２４年度
温室効果ガス

削減量

平成２４年度
温室効果ガス
削減率（％）

【目標値】
平成２４年度
温室効果ガス

排出量
市民利用施設 577,356 531,665 ▲ 45,691 ▲ 7.9 542,889

事業施設 2,546,952 2,345,538 ▲ 201,414 ▲ 7.9 2,451,796
教育・福祉施
設 1,497,945 1,412,451 ▲ 85,494 ▲ 5.7 1,443,819

合　計 4,622,253 4,289,654 ▲ 332,599 ▲ 7.2 4,438,504



平成25年12月1日 12

●
市
政
の
窓
●

日
本
年
金
機
構
か
ら
お

知
ら
せ
～
年
金
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た

　
現
在
の
年
金
額
は
、
平
成
12
年
度
か
ら

14
年
度
に
か
け
て
の
物
価
下
落
分
の
年
金

額
を
据
え
置
い
た
こ
と
で
、
本
来
の
水
準

よ
り
も
２
．
５
㌫
高
い
水
準（
特
例
水
準
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
法
律
改
正
で
、
平
成
25
年

10
月
、
平
成
26
年
４
月
お
よ
び
平
成
27
年

４
月
に
段
階
的
に
特
例
水
準
を
解
消
す
る

こ
と
で
、
年
金
財
政
の
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
の
受
給
者
と
な
る
若
い
世
代

の
年
金
額
を
確
保
し
、
世
代
間
の
公
平
性

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
25
年
10
月
分
と
し
て

お
支
払
い
す
る
年
金
額
か
ら
は
、
９
月
ま

で
の
額
に
比
べ
、
１
．
０
㌫
の
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
ま
す
（
10
月
分
の
年
金
は
通
常

12
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
）。

　
な
お
、今
後
は
、平
成
26
年
４
月
に
１
．

０
㌫
、
平
成
27
年
４
月
に
０
．
５
㌫
の
引

き
下
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
実
際
の
年

金
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
物
価
等
の
状

況
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
）。

　
改
定
後
の
年
金
額
は
、
年
金
額
改
定
通

知
書
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
例
】
平
成
25
年
４
月
か
ら
９
月
に
月
額

６
万
５
千
５
４
１
円
の
年
金
額
の
人
は
、

10
月
以
降
は
６
万
４
千
８
７
５
円
に
な
り

ま
す
。

※
法
定
計
算
と
端
数
処
理
の
関
係
で
単
純

に
月
額
の
１
㌫
マ
イ
ナ
ス
額
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

●
問
合
先
　
一
宮
年
金
事
務
所　
（
☎

０
５
８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
７
）
ま
で
。

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額 ( 円 ) 期間

消防庁舎屋上防水工事 川井町北穴田
119 番地 重喜防水工業（株） 6,615,000 10/22 ～　　　

　　H26/1/17
岩倉駅東地区まちづくり事業調査業務 下本町地内始め 玉野総合コンサ

ルタント（株） 3,339,000 10/22 ～　　　
　　H26/3/14

中央公園防球ネット設置工事 中央町二丁目 20
番地 竹内建築（株） 7,455,000 10/22 ～　　　

　　H26/2/18
岩倉団地第２水源取水設備改修工事 東新町燈明庵１

番地
伊藤水道工業

（株）岩倉支店 4,725,000 10/22 ～　　　
　　H26/2/18

中央公園便所等改修工事 中央町二丁目 20
番地

（株）大崎工務店
岩倉支店 22,050,000 11/1 ～　　　

　　H26/3/25

入札結果  ( １０月１７日～２４日）
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健　康

講　座

　
現
在
死
因
別
死
亡
率
の
１
位
は
ガ
ン
で

あ
り
、
消
化
器
癌
の
う
ち
胃
癌
と
大
腸
癌

は
そ
れ
ぞ
れ
男
性
死
亡
率
の
２
番
目
と
３

番
目
、
女
性
死
亡
率
の
３
番
目
と
１
番
目

と
い
っ
た
身
近
な
病
気
で
す
。

　
胃
癌
で
は
20
年
ほ
ど
前
、
大
腸
癌
で
は

15
年
ほ
ど
前
ま
で
は
最
初
に
手
術
を
行
っ

て
も
再
発
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
有
効
な

化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
療
法
）
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
10
年
間
で
再
発
・
非
切
除
（
い
ろ

い
ろ
な
理
由
で
手
術
で
き
な
い
）
胃
癌
・

大
腸
癌
の
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
療
法
）

は
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
か
な
り
有
効
な
薬

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
過
去
の
膨
大

な
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
治
療
の
“
道
筋
”
が

そ
れ
ぞ
れ
の
癌
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い

て
よ
り
効
果
の
高
い
治
療
が
安
全
に
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
胃
癌
で
あ
れ
ば
Ｔ
Ｓ
‐
１

（
テ
ィ
ー
エ
ス
ワ
ン
）
と
い
う
飲
み
薬
と

シ
ス
プ
ラ
チ
ン
と
い
う
注
射
薬
を
組
み
合

わ
せ
た
治
療
が
最
初
に
行
わ
れ
る
標
準
的

な
治
療
法
で
奏
効
率
（
癌
が
小
さ
く
な
る

確
率
）
は
50
㌫
を
超
え
ま
す
。
ま
た
大
腸

癌
で
あ
れ
ば
５
‐
Ｆ
Ｕ
（
フ
ァ
イ
ブ
・
エ

フ
ユ
ー
）
と
オ
キ
ザ
リ
プ
ラ
チ
ン
と
い
う

２
種
類
の
注
射
薬
を
組
み
合
わ
せ
る
治
療

が
一
般
的
で
す
。

　
前
述
の
治
療
法
の
効
果
が
な
く
な
る
と

そ
の
他
数
種
類
の
薬
剤
を
組
み
合
わ
せ
て

治
療
を
続
け
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

最
初
に
行
う
治
療
よ
り
奏
効
率
は
悪
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、治
療
に
よ
る
副
作
用
（
吐
き
気・

下
痢
等
の
消
化
器
症
状
、
貧
血
・
白
血
球

減
少
等
の
血
液
に
関
す
る
毒
性
、
脱
毛
・

皮
膚
症
状
等
）
も
懸
念
さ
れ
、
稀
で
は
あ

り
ま
す
が
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
海
外
で
は
化
学
療
法（
抗
が
ん
剤
療
法
）

は
腫
瘍
内
科
医
が
担
当
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
が
、
日
本
で
は
腫
瘍
内
科
医
が
ま

だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
化
学
療
法
（
抗

が
ん
剤
療
法
）
は
手
術
を
行
う
外
科
医
が

担
当
す
る
こ
と
が
ま
だ
一
般
的
で
す
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
日
本
で
も
６
年
前
か

ら
が
ん
治
療
認
定
医
と
い
う
制
度
が
癌
治

療
に
携
わ
る
各
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
設

定
さ
れ
ま
し
た
。
が
ん
治
療
認
定
医
は
化

学
療
法
（
抗
が
ん
剤
療
法
）
だ
け
で
な

く
癌
全
般
に
対
す
る
基
礎
的
知
識
、
手

術
・
放
射
線
療
法
、
緩
和
医
療
に
至
る

先
端
医
療
内
容
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、

２
０
１
３
年
４
月
現
在
全
国
に
１
万
２
千

人
余
り
、
県
内
に
は
５
０
０
人
余
り
の
認

定
医
が
医
療
施
設
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
療
法
）
を
行
う

に
際
し
て
は
患
者
さ
ん
の
状
態
を
十
分
に

考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
が
ん
治
療

認
定
医
等
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
医
師
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

胃
癌・大
腸
癌
に
対
す
る
化
学
療
法（
抗
が
ん
剤
療
法
）

岩
倉
市
医
師
会
　
　
　
奥
田
　
直
人
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暮らしのガイド

広告 広告

催し
●
み
ど
り
の
家
の
催
し

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
12
月
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

の
卒
業
生
２
人
組
の
出
演
で

す
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
連
弾
、
声

楽
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
名
曲

を
お
届
け
す
る
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
♪　
入
場
無
料
。

▼
と
き　
12
月
８
日
㈰
午
後
２

時
～

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル　
　

▼
出
演　
モ
ル
ゲ
ン　
ロ
ー
ド

（
坂ば

ん

由ゆ

美み

子こ

・
高た

か

木ぎ

章し
ょ
う

一い
ち

）

▼
曲
目　
「
も
み
の
木
」「
荒
野

の
は
て
に
」「
き
よ
し
こ
の
夜
」

ほ
か

み
ど
り
の
家
の
ち
い
さ
な
朗
読

会
＆
昔
の
遊
び

　
み
ど
り
の
家
で
は
、毎
月「
イ

キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
」
の
主
催

で
「
昔
の
遊
び
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
12
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
特
別

企
画
と
し
て
、「
ち
い
さ
な
朗

読
会
（
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ

り
の
会
）」
と
合
同
で
行
い
ま

す
。
手
作
り
絵
本
な
ど
の
朗
読

や
、
い
ろ
ん
な
遊
び
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！　
入
場
無
料
。

▼
と
き　
12
月
15
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

み
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
～
プ

シ
ャ
ー
テ
ル
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
回
は
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
の
４
人
の
精
鋭
が
弦
楽

四
重
奏
を
お
届
け
し
ま
す
♪

　
第
１
部
（
約
15
分
）
は
本
格

的
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
、
第
２
部

（
午
後
６
時
50
分
ご
ろ
～
）
は

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る

曲
を
お
届
け
し
ま
す
♪　
入
場

無
料
。

▼
演
奏　
バ
イ
オ
リ
ン
…
寺て

ら

田だ

史ふ
み

人ひ
と

さ
ん
（
セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
）、
吉よ

し

岡お
か

秀ひ
で

和か
ず

さ
ん
、

ビ
オ
ラ
…
小こ

中な
か

能の

会え

真ま

さ
ん
、

チ
ェ
ロ
…
本も

と

橋は
し

裕ゆ
う

さ
ん

▼
曲
目　
第
１
部
～
シ
ョ
ス
タ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
「
弦
楽
四
重
奏
曲

№
７
ｏ
ｐ
１
０
８
」、
第
２
部

～
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲　
ほ
か

▼
と
き　
12
月
19
日
㈭
午
後
６

時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐

６
７
０
０
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

●
第
８
回
「
岩
倉
軽
ト
ラ

市
」

　

平
成
25
年
度
最
後
に
な
る

「
第
８
回
岩
倉
軽
ト
ラ
市
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
回
も
新
鮮
野
菜
を
は
じ
め

と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

市
が
多
数
出
店
し
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
12
月
15
日
㈰
午
前
９

時
～
正
午
※
小
雨
決
行

▼
と
こ
ろ　
神
明
ふ
れ
あ
い
広

場▼
主
な
出
品
物　
農
産
物
、
パ

ン
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
、

雑
貨
な
ど

※
出
品
物
は
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト

「
ク
ラ
ウ
ン　
チ
ャ
ン
」
に
よ
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広告 広告

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
！

★
１
回
目　
午
前
10
時
～
10
時

20
分

★
２
回
目　
午
前
11
時
～
11
時

20
分

<

ク
ラ
ウ
ン　
チ
ャ
ン>

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
Ｂ
の
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
定
期
公
演
や
イ
ベ

ン
ト
で
活
躍
中
、
ス
マ
ー
ト
で

テ
ン
ポ
の
良
い
シ
ョ
ー
構
成

で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
に
定
評
が
あ
り
、
ス
テ

ー
ジ
で
も
ス
ト
リ
ー
ト
で
も
人

気
者
の
ク
ラ
ウ
ン
で
す
。

　
Ｗ
Ｃ
Ａ
（
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ウ

ン
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン　
グ
ル
ー
プ
部
門

第
１
位
受
賞
（
ア
メ
リ
カ
）、

２
０
１
０
年　
芸
王
グ
ラ
ン
プ

リ
東
海
地
区
大
会
優
勝　
全
国

大
会
準
優
勝
な
ど

▼
主
催
等　
主
催
…
岩
倉
市
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
く
ら
観
光
振

興
会
、
主
管
…
岩
倉
軽
ト
ラ
市

実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

▼
問
合
先　
岩
倉
軽
ト
ラ
市
実

行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）

　
希
望
の
家

●
わ
く
わ
く
体
験
教
室

◎
八や

ツつ

花は
な

凧
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
　

毎
年
恒
例
の
凧
作
り
で
す
。

今
回
は
豊
橋
市
の
花
の
よ
う
な

形
の
「
八
ツ
花
凧
」
の
改
良
版

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
花
の

よ
う
な
形
の
凧
で
す
。
ち
ょ
っ

と
難
し
い
で
す
が
、
め
げ
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
12
月
15
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　
希
望
の
家

▼
定
員　
20
人

▼
対
象　
小
学
生

▼
参
加
費　
５
０
０
円

▼
持
ち
物　
弁
当
、
水
筒　

▼
申
込
・
問
合
先　
希
望
の
家

（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ

み
～
ご
」
ク
リ
ス
マ
ス

会
　
「
あ
み
～
ご
」
は
、
心
の
病

を
持
っ
た
人
た
ち
が
気
軽
に
訪

れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。

　
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
食
事
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
申
し
込
み
も
不
要
な
の

で
、
初
め
て
の
人
も
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
12
月
20
日
㈮
午
前
11

時
30
分
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
会

議
室

▼
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

▼
問
合
先　
米
本
（
☎
３
７
‐

６
０
６
６
）ま
た
は
、青
木（
☎

６
６
‐
６
８
３
９
）

市民スペース情報
市役所市民ギャラリー

【岩倉絵画協会展】

▼とき　１２月９日（月）午前９時～１５日（日）午後４時

▼問合先　岩倉絵画協会湯川（☎６６−７２９６）

市役所ミニステージ
【小さな小さな音楽会】

▼とき　１２月２１日（土）午後２時～３時３０分

▼問合先　箏曲菊温会川北（☎３７−２６０７）

生涯学習センターギャラリー
【岩倉総合高等学校美術部　アートの卵たち＋α展】

▼とき　１２月３日（火）午前９時～７日（土）午後４時

▼問合先　岩倉総合高等学校高橋（☎３７−４１４１）

●市民スペースに関する問合先　生涯学習課生涯学習グループ（☎
３８−５８１９）
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●
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

w
ith

デ
レ
ッ
ク
先
生

　

岩
倉
市
国
際
交
流
員
の
デ

レ
ッ
ク
先
生
と
一
緒
に
お
菓
子

を
作
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
♪

▼
と
き　
12
月
21
日
㈯
午
後
１

時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
料
理
室

▼
対
象　
小
学
５
年
生
～
中
学

生▼
参
加
費　
会
員
は
無
料
、
非

会
員
は
２
０
０
円

▼
申
込
開
始
日　
12
月
１
日
㈰

（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
合
先　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
杉
浦
（
☎
３
７
‐

９
１
９
１
）

●
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
自
分
で
商
売
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
人
や
現
在
創
業
の

準
備
を
進
め
て
い
る
人
、
起
業

を
し
て
い
る
が
経
営
に
関
す
る

知
識
を
習
得
し
た
い
人
な
ど
を

対
象
に
、創
業
の
基
礎
知
識
や
信

頼
さ
れ
る
創
業
計
画
づ
く
り
、

資
金
調
達
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
「
創
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
尾
張
北
部
２

市
２
町
共
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
創
業
に
年
齢
や
性
別
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
員
や
退

職
さ
れ
た
人
、
主
婦
、
学
生
な

ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
平
成
26
年
１
月
25
日

㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　
江
南
市
民
文
化
会

館
２
階
（
江
南
市
北
野
町
川
石

25
‐
１
）

▼
内
容
・
講
師　

①
創
業
の
基
礎
知
識
と
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
立
て
方
（
創
業
の

基
礎
知
識
か
ら
信
頼
さ
れ
る
創

業
計
画
づ
く
り
）

★
講
師　
近こ

ん

藤ど
う

厚あ
つ

志し

さ
ん
（
税

理
士
）

②
創
業
者
に
聞
く
（
実
際
に
創

業
し
た
人
の
経
験
談
を
聞
こ
う
）

★
講
師　
大お

お

塚つ
か

幸ゆ
き

雄お

さ
ん
（
ワ

ー
ル
ド
バ
リ
ュ
ー
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
）

③
計
画
的
な
資
金
調
達
ほ
か

★
講
師　
愛
知
県
信
用
保
証
協

会
職
員
、
公
益
財
団
法
人
あ
い

ち
産
業
振
興
機
構

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　
そ
の
他
市
で
は
、
㈱
日
本
政

策
金
融
公
庫
か
ら
創
業
の
た
め

に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け

ら
れ
た
人
に
対
し
、
利
子
補
給

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
愛
知
県
の
融
資
制
度
で
あ

る
、
経
済
環
境
適
応
資
金
の
う

ち
、
創
業
等
支
援
資
金
の
融
資

を
受
け
ら
れ
た
人
に
対
し
、
信

用
保
証
料
の
助
成
、
利
子
補
給

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
創

業
の
た
め
の
融
資
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
対
象　
創
業
を
予
定
し
て
い

る
人
や
創
業
・
経
営
に
興
味
の

あ
る
人
。
市
外
の
人
も
参
加
で

き
ま
す
。

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
主
催　
江
南
市
、
岩
倉
市
、

大
口
町
、
扶
桑
町
、
江
南
商
工

会
議
所
、
岩
倉
市
商
工
会
、
大

口
町
商
工
会
、
扶
桑
町
商
工
会

▼
共
催　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会

▼
後
援　
公
益
財
団
法
人
あ
い

ち
産
業
振
興
機
構

▼
申
込
方
法　
12
月
２
日
㈪
か

ら
各
市
町
の
担
当
部
署
、
商
工

会
議
所
等
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
江
南
市

役
所
産
業
振
興
課
（
５
６
‐

５
５
１
６
）
へ
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先　
江
南
市
産
業
振
興

課
（
☎
５
４
‐
１
１
１
１
内
線

４
０
４
）、
岩
倉
市
商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
た
は
、

岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６
６
‐

３
４
０
０
）

～平成２５年度岩倉市民活動助成金事業のお知らせ～
市では、市民活動団体が実施する公益的な活動に対して助成しています。

「岩倉親子もちつき大会」
　おもちは長くのびて切れないことから縁起の良い食べ物として、神さまにお供えして特別な時に食べる
物でした。一年の始まりのお正月に向けて親子で鏡もちを作ってみませんか？
　昔ながらの遊びも体験できます。つきたてのお餅を食べて、みんなでいっしょに遊びましょう！

▼とき　１２月２３日（月・祝）( 雨天決行 )
午前１０時～午後 1 時（受付 午前９時３０分～）

▼ところ　くすのきの家（第一児童館）

▼参加費　大人４００円、小・中・高校生３００円、乳幼児１００円

▼申込方法　ファクス・郵送・持参のいずれかの方法で申し込んでください。
　　　　　　申込用紙は、市役所６階生涯学習課にあります。
　　　　　　※申し込みは親子（祖父母等含む）でお願いします。

▼申込締切　１２月１７日（火）定員２００人（先着順）

▼申込先　生涯学習課生涯学習グループ（☎３８−５８１９、 ６６−６１００）
【事業に対する問合先】いわくらＯＹＧクラブ加藤（☎０９０−５１０９−３３９３）
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募集●
放
送
大
学
４
月
入
学
生

　
創
設
30
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
た
だ

い
ま
平
成
26
年
度
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
部

★
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

★
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

★
全
科
履
修
生
（
４
年
間
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す
）

大
学
院

★
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

★
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

▼
出
願
期
間　
12
月
１
日
㈰
～

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
受
付
中
）

▼
資
料
請
求（
無
料
）・
問
合
先

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

〔
〒
４
６
６
‐
０
８
２
５
名
古

屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
１
０
１

‐
２
☎
０
５
２
‐
８
３
１
‐

１
７
７
１
（
資
料
請
求
専
用

☎
０
１
２
０
‐
８
６
４
‐

６
０
０
）〕

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ouj.ac.jp

）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
尾
北
看
護
専
門
学
校
学
生

　
尾
北
看
護
専
門
学
校
で
は
、

平
成
26
年
４
月
入
学
（
全
日
制

３
年
課
程
）
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
定
員　
40
人

▼
願
書
受
付
期
間　
12
月
５
日

㈭
～
18
日
㈬

▼
試
験
日　
一
次
試
験
…
平
成

26
年
１
月
10
日
㈮
、
二
次
試
験

…
平
成
26
年
１
月
26
日
㈰
（
一

次
試
験
合
格
者
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://bihokuka

ngo.ac.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先　
尾
北
看
護
専
門
学

校
〔
〒
４
８
０
‐
０
１
４
４

丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
六
丁

目
１
２
２
‐
２
（
☎
９
５
‐

７
０
２
２
）〕

※
保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
願
書
な
ど

の
資
料
が
若
干
あ
り
ま
す
。

資 格 応募時に２０歳以上の人

応 募 区 分 （ア）語学（イ）趣味<実技・制作指導>（ウ）芸術<音楽・美術・工芸の実技指導>
（エ）料理（オ）実用<生活一般・パソコン等>（カ）健康<軽運動>

採 用 件 数 １５件（１人で複数講座の応募ができます※採用は１人１講座）
講 座 回 数 １講座３回以上５回まで。

講 座 時 間 （ア）午前の部：午前１０時～正午　（イ）午後の部：午後１時３０分～３時３０分
（ウ）夜間の部：午後７時～９時　のいずれか。

講 座 定 員 １０人以上２０人以下（講座会場の収容人数による）
受 講 対 象 15 歳以上（中学生を除く）
開催予定時期 平成２６年６月～１２月
開催予定場所 生涯学習センター（会議室・スタジオ２・工芸室・料理室）
講 師 謝 礼 1 回当たり（３００円×受講人数。源泉所得税・復興税・交通費を含む）

応 募 方 法 募集要項をご覧のうえ、所定の講座企画書を生涯学習センターへ持参または郵送ください。
（募集要項、講座企画書は生涯学習センターで配布。ホームページからもダウンロード可）

応 募 期 間 １２月１日 (日 ) ～２７日 (金 ) 午後５時まで（郵送の場合は、１２月２７日消印有効）

審 査
◆一次書類審査：平成２６年１月上旬　
◆一次審査合格者対象に、２月１日 (土 )・２日 ( 日 ) に二次選考会 (プレゼンテーション )を
行います。

◆選考結果は一次・二次ともに本人宛に郵送で通知します。

●申込・問合先　　生涯学習センター（〒 482 − 0043　岩倉市本町神明西 20 番地・☎３８−０１００）
ホームページアドレス http://www.iwsgc.or.jp

　「学びの郷」は、自分の得意なことを教えた
いという熱意を持った講師が、多彩な講座を
自ら企画・運営し、学びたい意欲に満ちた市
民と共に創り上げる生涯学習の仕組みです。

平成２６年度　
岩倉市生涯学習センター事業

“たのしく教え　たのしく学ぶ” 「学びの郷」 講師募集
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健康●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
第

２
期
、
二
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

の
予
防
接
種
は
お
済
み

で
す
か

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

・第
２
期
の
対
象
者
…
幼
稚
園
、

保
育
園
の
年
長
児
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
（
平
成
19
年
４
月
２

日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）

・
対
象
者
…
11
歳
～
13
歳
未
満

の
人
（
小
学
６
年
生
を
対
象
）

　
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

人
は
、
届
い
た
通
知
（
平
成
25

年
４
月
初
旬
に
通
知
）
を
ご
確

認
の
う
え
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
接
種
を
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に

予
防
接
種
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
任
意
接
種
と
な
り
、
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
対
象
の
人
で
通
知

の
届
い
て
い
な
い
人
、
通
知
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

●
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー

エ
イ
ズ
抗
体
検
査
は
保
健
所

で
、
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ

ま
す
！

　
忘
れ
て
い
て
も
、
い
な
く
て

も
。
知
ら
な
く
て
も
、
気
が
付

か
な
く
て
も
。
エ
イ
ズ
の
流

行
は
続
い
て
い
ま
す
。
エ
イ

ズ
動
向
委
員
会
に
は
年
間
約

１
千
５
０
０
件
前
後
の
新
規
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
数

は
こ
こ
数
年
、
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
と
は
い
え
、
大
き
く

減
少
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て

も
検
査
で
そ
れ
を
発
見
で
き
れ

ば
、薬
で
発
症
を
予
防
し
た
り
、

他
の
人
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
感
染

を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

エ
イ
ズ
っ
て
な
に
？

　
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染

に
よ
っ
て
体
の
抵
抗
力
が
低
下

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
現
在

は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
が
あ

り
、
き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ
と

で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、

エ
イ
ズ
の
発
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
ど
う
や
っ
て
感
染
す

る
の
？

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
主
に
３
つ
の
経
路

（
性
行
為
に
よ
る
感
染
・
血
液

を
介
し
て
の
感
染
・
母
親
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
母
子
感
染
）
で

感
染
し
ま
す
。
性
行
為
の
時
に

は
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
必
ず
着
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
日
常
生
活
で
は
感
染

し
ま
せ
ん

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
弱
い
ウ

イ
ル
ス
で
、
日
常
生
活
で
は
う

つ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
あ
な
た

の
周
り
に
感
染
し
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
態
度
を
と
り
、
周
囲
の
人
た

ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
仕
事

は
続
け
ら
れ
ま
す

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
と

分
か
っ
た
と
き
、
シ
ョ
ッ
ク
と

混
乱
で
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
仕
事
を
辞
め

る
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
を
含
め
て
生
活
を
維
持
し

つ
つ
、
必
要
な
治
療
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

医
療
機
関
や
保
健
所
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
保
健
所
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を

匿
名
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

★
江
南
保
健
所
の
エ
イ
ズ
抗
体

検
査
…
毎
週
火
曜
日　
午
前
９

時
～
11
時　

※
火
・
水
・
木
曜
日
の
い
ず
れ

か
が
祝
日
の
週
お
よ
び
年
末

（
12
月
24
日
を
含
む
）・
年
始
を

除
く

　

愛
知
県
内
の
各
保
健
所
等

で
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
い
と
き
・

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ア
イ
チ　

エ
イ

ズ　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

（http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/kenkotaisaku/aids/
index.htm

l

）
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
が
体
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ

り
で
き
る
「
抗
体
」
の
有
無
で

判
定
す
る
た
め
、
感
染
の
可
能

性
の
あ
る
機
会
か
ら
お
お
む
ね

３
カ
月
以
降
に
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
ま
た
は
、

愛
知
県
エ
イ
ズ
情
報
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
２
‐
９
７
２
‐

９
２
０
０
）

相談・
その他

●
12
月
４
日
～
10
日
は
人

権
週
間
～
人
権
週
間
の

お
知
ら
せ
～

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
昭

和
23
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合

で
採
択
さ
れ
、12
月
10
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に

対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
各
種
行
事
を
実
施
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
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暮らしのガイド
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と

と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
年
も
、
12
月
４

日
㈬
か
ら
10
日
㈫
ま
で
の
一
週

間
を
「
第
65
回
人
権
週
間
」
と

定
め
、
各
種
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

岩
倉
市
の
特
設
人
権
相
談

▼
と
き　
12
月
６
日
㈮
午
後
１

時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　
市
民
相
談
室

▼
相
談
員　
岩
倉
市
の
人
権
擁

護
委
員
全
員

★
井い

の

上う
え

裕ゆ
う

介す
け　
　
八
剱
町

★
鵜う

飼か
い

洋よ
う

子こ　
　
下
本
町

★
宮み

や

田た

浩こ
う

明め
い　
　
北
島
町

★
大お

お

野の

代よ

志し

子こ　
本
町

★
井い

の

上う
え　
勇い

さ
む　
　
曽
野
町

★
千ち

村む
ら

晶あ
き

子こ　
　
中
本
町

街
頭
啓
発

　
人
権
擁
護
委
員
と
中
学
生
一

日
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　
12
月
７
日
㈯
午
前
10

時
～

▼
と
こ
ろ　
名
鉄
岩
倉
駅
前
と

ピ
ア
ゴ
岩
倉
店
前

人
権
作
品
展

　
第
40
回
「
人
権
を
理
解
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
名
古
屋
法

務
局
一
宮
支
局
管
内
入
賞
作
品

▼
と
き　
11
月
30
日
㈯
～
12
月

８
日
㈰

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
先　

市
民
窓
口
課
窓

口
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
７
）

●
親
権
制
限
事
件
に
つ
い

て
　
親
権
制
限
事
件
と
は
、
父
ま

た
は
母
の
親
権
（
財
産
管
理

権
）
の
行
使
に
問
題
が
あ
る
場

合
に
、
そ
の
父
ま
た
は
母
の
親

権
に
つ
い
て
、
一
定
の
制
限
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
次

の
３
つ
の
事
件
を
指
し
ま
す
。

①
親
権
を
失
わ
せ
る
「
親
権
喪

失
」

②
２
年
以
内
の
期
限
に
限
っ
て

親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
す
る「
親
権
停
止
」

③
財
産
管
理
権
を
失
わ
せ
る

「
管
理
権
喪
失
」

　
こ
の
う
ち
、
②
の
「
親
権
停

止
」
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
を

図
る
た
め
に
、
平
成
24
年
４
月

に
新
設
さ
れ
た
制
度
で
親
権
を

失
わ
せ
る
ま
で
の
必
要
は
な
い

事
案
で
も
、
子
の
利
益
を
守
る

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
親
権

を
制
限
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
24
年
に
全
国
の
家

庭
裁
判
所
に
あ
っ
た
申
立
て
件

数
は
２
３
９
件
で
、
平
成
23
年

の
１
１
９
件
か
ら
倍
増
し
て
お

り
親
権
停
止
制
度
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
家
事
事
件
の
申
立
て
を
お
考

え
の
人
は
、
家
庭
裁
判
所
の
手

続
案
内
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
名
古
屋
家
庭
裁
判

所
一
宮
支
部
（
☎
０
５
８
６
‐

７
３
‐
３
１
９
１
）

●
12
月
３
日
～
９
日
は
障

害
者
週
間

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
害

や
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害

が
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、
文

化
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
週
間

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
障
害
の
あ
る

人
の
自
立
と
社
会
参
加
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
し
、

み
ん
な
で
支
え
あ
い
な
が
ら
暮

ら
せ
る
社
会
の
構
築
に
向
け
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

●
き
れ
い
な
地
球
を
未
来

の
た
め
に
～
地
球
温
暖

化
・
大
気
汚
染
の
防
止

に
ご
協
力
を
～

　
冬
は
、
一
年
中
で
最
も
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。ま
た
、

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸

化
炭
素
濃
度
が
年
々
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る
小

さ
な
心
が
け
で
、
地
球
温
暖
化
・

大
気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

★
重
ね
着
な
ど
の
工
夫
で
暖
房

は
19
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め

に
ス
イ
ッ
チ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

★
こ
た
つ
な
ど
の
設
定
温
度
は

こ
ま
め
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

★
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、

急
発
進
、
急
加
速
を
避
け
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

★
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
」

（http://w
w
w
.pref.aichi.

jp
/kankyo

/taiki-ka/
eco21/index.htm

l

）
県
民

運
動
実
施
中

▼
問
合
先　

愛
知
県
環
境
部

大
気
環
境
課
規
制
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐

６
２
１
５
）

　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
高
め

　
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル

●
年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
12
月
１
日
㈰
～
10

日
㈫

　
年
末
は
、
師
走
特
有
の
あ
わ

た
だ
し
さ
か
ら
運
転
者
や
歩
行

者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
な

ど
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

か
ら
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
時
期
は
、
１
年
を
通
じ
て
日

没
時
刻
が
最
も
早
く
な
る
た

め
、
歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
が

見
え
に
く
く
な
り
、
事
故
の
多

発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

▼
運
動
重
点

★
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

★
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
を
な
く
そ
う

★
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う

▼
問
合
先　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
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犯
罪
に
あ
わ
な
い　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い　
犯
罪
を
見

逃
さ
な
い

●
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
県
民
運
動
12
月
１

日
㈰
～
20
日
㈮

　
年
の
瀬
を
控
え
、
あ
わ
た
だ

し
さ
を
感
じ
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
年
末
の
準
備
の
買
い
物

や
金
融
機
関
で
の
入
出
金
の
機

会
が
増
え
、
こ
れ
に
伴
っ
て

ひ
っ
た
く
り
の
犯
罪
が
増
え
ま

す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
油

断
せ
ず
、「
自
分
は
ね
ら
わ
れ

て
い
る
」
と
気
を
引
き
締
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
住
宅
対
象
侵
入
盗
に
つ

い
て
は
、
６
年
連
続
し
て
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
憂
慮
す

べ
き
状
況
で
あ
り
、
一
層
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
防
犯
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解

し
、
日
常
的
に
実
践
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
、

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
の
励
行
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
犯
罪

者
を
寄
せ
付
け
な
い
地
域
の
目

を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

▼
運
動
の
重
点

★
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止
〈
年
間
取
組
事
項
〉

★
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生

す
る
犯
罪
の
防
止

★
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と

な
り
や
す
い
犯
罪
の
防
止

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
問
合
先　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）

●
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

へ
～
平
成
25
年
工
業
統

計
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
～

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
25
年
12
月
31
日

現
在
で
［
平
成
25
年
工
業
統
計

調
査
］
を
全
国
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
製
造
業
に
属
す

る
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
る

重
要
な
調
査
で
す
。　
　
　
　

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
な

ど
、広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所

へ
は
、
知
事
が
任
命
し
た
統
計

調
査
員
が
12
月
中
旬
か
ら
調

査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま

す
（
一
部
事
業
所
で
は
経
済
産

業
省
か
ら
直
接
郵
送
で
届
き
ま

す
）。
お
忙
し
い
時
期
と
は
存

じ
ま
す
が
、
調
査
票
に
ご
回
答

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調

査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

statistics/

▼
問
合
先　
愛
知
県
県
民
生
活

部
統
計
課
工
業
統
計
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐

６
１
０
６
）
ま
た
は
、
商
工
農

政
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
２
）

●
教
育
相
談

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応

指
導
教
室
お
お
く
す
相
談
室

（
中
本
町
西
出
口
15
‐
１
）

▼
相
談
員　
火
曜
日
…
山や

ま

田だ

和か
ず

行ゆ
き

さ
ん
（
元
適
応
指
導
教
室

長
）
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相

談
員
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

▼
そ
の
他　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）

　
　●

適
応
指
導
教
室
「
お
お

く
す
」
を
開
設
し
て
い

ま
す

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難

で
、
不
登
校
お
よ
び
そ
の
傾
向

に
あ
る
市
内
に
在
住
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
適
応
指
導
教

室
「
お
お
く
す
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
「
お
お
く
す
」
で
は
、
個
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
し
、
心
の
居
場
所
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
再
び
学

校
へ
戻
る
活
力
や
社
会
に
適
応

し
て
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
適
応
指
導
教
室
ま
た
は
、

学
校
教
育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
入
室
に
つ
い
て
は
協
議

後
に
決
定
し
ま
す
。

▼
開
設
日　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

３
時

▼
と
こ
ろ　

適
応
指
導
教
室

（
中
本
町
西
出
口
15
‐
１
く
す

の
き
の
家
２
階
）

▼
入
室
方
法　
在
籍
す
る
学
校

や
適
応
指
導
教
室
、
学
校
教
育

課
と
相
談
の
う
え
、
在
籍
す
る

学
校
を
通
し
て
入
室
の
申
し
込

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
用
紙
は
市
内
小・中
学
校
、

学
校
教
育
課
、
適
応
指
導
教
室

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

適
応
指
導
教
室

（
く
す
の
き
の
家
２
階
☎
３
８

‐
０
３
０
０
）
ま
た
は
、
学
校

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
８
）
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暮らしのガイド
●
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
し
ま
し
ょ
う

　
東
海
地
方
は
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
３
連
動
地
震
等
大

地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
特
に
大
き
な

地
震
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の

あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
地
震
か
ら
人
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
耐
震
診
断
に

よ
り
ご
自
宅
の
耐
震
性
を
知

り
、
補
強
す
る
な
ど
必
要
な
備

え
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
住
宅

①
建
築
時
期
が
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以

下③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま

た
は
伝
統
構
法
（
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法
な

ど
は
対
象
外
で
す
）

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用

住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
（
空

き
家
は
対
象
外
で
す
）

　
ま
た
、
木
造
住
宅
だ
け
で
な

く
非
木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄
骨

造・鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）

に
つ
い
て
も
耐
震
診
断
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法　
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

耐
震
診
断
申
込
書
を
市
役
所
４

階
都
市
整
備
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。耐
震
診
断
申
込
書
は
、

都
市
整
備
課
で
配
布
、ま
た
は
、

岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
非
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
事
前
に
都
市
整
備

課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
者　
住
宅
の
所
有
者

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

費
等
補
助
を
見
直
し
し
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
の
、
耐
震
改
修
費

補
助
に
よ
る
住
宅
の
耐
震
化
の

促
進
に
加
え
、
住
宅
倒
壊
に
伴

う
被
害
を
軽
減
し
減
災
化
の
促

進
を
図
る
た
め
、
比
較
的
安
価

な
費
用
で
改
修
可
能
な
段
階
的

改
修
費
補
助
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
整
備
費
補
助
や
解
体
工
事

費
補
助
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
対
象
と
な
る
工
事

①
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
耐
震
診

断
で
、
判
定
値
が
１
．０
未
満
と

診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
判

定
値
を
１
．０
以
上
と
す
る
耐
震

改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補

強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事（
判

定
値
に
０
．３
を
加
算
し
た
数
値

以
上
と
す
る
）
に
限
る
。

②
段
階
的
耐
震
改
修
工
事
（
一

段
目
）

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
耐
震
診

断
に
お
い
て
、
判
定
値
が
０
．

４
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住

宅
で
、
判
定
値
を
０
．
７
以
上

と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。

③
段
階
的
耐
震
改
修
工
事
（
二

段
目
）

　
前
記
の
一
段
目
耐
震
改
修
後

の
判
定
値
を
１
．
０
以
上
に
す

る
耐
震
改
修
工
事
。

④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
工
事

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
耐
震
診

断
で
、
判
定
値
が
０
．
４
未
満

の
住
宅
で
高
齢
者
ま
た
は
障
が

い
者
が
居
住
し
て
い
る
木
造
住

宅
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
整
備

す
る
工
事
。

⑤
解
体
工
事

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
耐
震
診

断
で
、
判
定
値
が
０
．
７
未
満

の
木
造
住
宅
を
解
体
す
る
工
事

▼
申
請
者　
住
宅
所
有
者

▼
補
助
金
額　
次
の
金
額
は
１

戸
あ
た
り
の
限
度
額
で
す
。
限

度
額
未
満
の
工
事
費
の
場
合
は

そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

①
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
…

90
万
円

②
段
階
的
耐
震
改
修
工
事
（
一

段
目
）
…
60
万
円

③
段
階
的
耐
震
改
修
工
事
（
二

段
目
）
…
30
万
円

④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
工
事

…
30
万
円

⑤
解
体
補
助
…
20
万
円

▼
補
助
対
象　
一
敷
地
に
補
助

の
対
象
と
な
る
工
事
は
一
度
と

し
ま
す
。
段
階
的
耐
震
改
修
工

事
（
二
段
目
）
は
除
き
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　
都
市
整
備

課
計
画
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
１
３
）

廃棄物の野外焼却は法律で禁止されてい
ます
　廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは廃棄物の
処理及び清掃に関する法律により、農業者が行う稲
わら等の焼却など一部の例外を除き、禁止されてい
ます。
　また基準に適合した焼却炉以外の焼却（ドラム
缶やブロック積みでの焼却、穴を掘っての焼却等）
も、野焼きと同様に禁止されています。
　なお、農業者が行う稲わら等の焼却（野外焼却
の例外）についても、生活環境への配慮が必要で
あり、やむを得ず焼却する場合でも、時間帯や風
向きを考慮し、悪臭や煙害等で近隣住民の迷惑に
ならないようにしてください。
　ご協力をよろしくお願いします。

▼ 問合先　環境保全課環境グループ（☎３８−
５８０８）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
村
上
海
賊
の
娘
上
・
下

和わ

田だ　
竜り

ょ
う　
著

★
子
ど
も
と
親
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
読
本

母も

里り　
啓ひ

ろ

子こ

著

児
童
新
着
図
書

★
わ
た
し
の
す
て
き
な
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー

ダ
ー
ロ
フ
・
イ
プ
カ
ー
作

　
や
ま
し
た　
は
る
お　
訳

★
イ
ヌ
と
ネ
コ
の
体
の
不
思
議

斉さ
い

藤と
う　
勝か

つ

司じ

著

小お

方が
た　

宗む
ね

次つ
ぐ

監
修

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の

予
約
が
で
き
ま
す
）。

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

（
12
月
は
２
日
㈪
、９
日
㈪
、
16

日
㈪
の
ほ
か
、年
末
年
始
に
伴

い
12
月
29
日
㈰
～
平
成
26
年
１

月
４
日
㈯
ま
で
お
休
み
で
す
。）

☎
３
７
‐
６
８
０
４

予約の多かった本
（9 月～ 10 月）

①祈りの幕が下りる時
 （東

ひがし

野
の

　圭
け い

吾
ご

）
②ロスジェネの逆襲
 （池

い け

井
い

戸
ど

　潤
じゅん

）
③ホテルローヤル
 （桜

さ く ら

木
ぎ

　紫
し

乃
の

）
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●
多
重
債
務
者
相
談

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
～
４
時 

（
12
月
19
日
、

平
成
26
年
１
月
16
日
、
２
月
20

日
）

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
相
談
室

▼
相
談
員　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」の
司
法
書

士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
返
済
問

題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活

の
見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整

理
後
の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ

金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐

３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）

★不用品データバンク★
　家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用くださ
い。物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただ
きます。
登録物品（１０月３１日現在 )
▶譲ります ( 有償 )　学習机、ブリタニカ百科事典
▶あげます ( 無償 )　 電子ピアノ、チャイルドシー
ト、ロフトベッド、スキーウェア、ベビー布団一式、
乳幼児衣類等、仏壇、雛人形、幼児用ビニールプー
ル、レジャーシート、国民百科事典全 7 巻
▶求めます　三輪車 ( 老人用 )、CD プレーヤー、
曽野幼稚園制服等、女子用衣類、ベビーベッド、ワー
プロ 、アイススケート用靴、スキーウェア、女子
用スクール水着
　岩倉市ホームページ ( アドレス裏表紙参照 ) でも
確認できます。
▶問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８
−５８１２）

市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

■一般・消費生活相談
月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
第１～第４火曜日午後１時～４時
■税務相談
１２月５日（木）午後１時～４時
■人権相談
１２月６日（金）午後１時～４時
■法律相談（予約制…定員各６人）
１２月１０日（火）、２５日（水）
午後１時～４時
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付
けます（先着順、電話可）。

■登記相談
１２月１１日（水）午後１時～４時
■不動産相談
１２月１２日（木）午後１時～４時
■行政相談
１２月１３日（金）午後１時～４時
■母子・寡婦就業相談
１２月１９日（木）午前１０時～午後３時３０分
■戦没者遺族相談
１２月２０日（金）午後１時～４時

●心の相談電話　☎ 3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▼とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く )

お気軽にご相談ください
市民相談室（☎ 38−5822）
市 民 相 談
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暮らしのガイド

Realizaremos um Evento Natalino 
com iluminações e a Feira Kei Tora 
Iluminationichi ( Feira noturna de 
automóveis leves/ placa amarela)
いわくらイルミネーションクリスマスイベント
軽
け い

トライルミネーション市
い ち

を開
か い さ い

催します！
A Comissão Executiva da Iuminação ( Ilumination Shinko 

Iinkai ) com a cooperação da Organização Corporativa Sem 

Fins Lucrativos de Promoção ao Turismo de Iwakura(NPO 

Houjin Iwakura Kanko Shinko Kai) ira enfeitar com iluminações 

a região leste- oeste da estação de Iwakura, e para animar a praça 

em frente a estação sera realizado a Feira Kei Tora Yoichi e um 

evento natalino.

Venham desfrutar um maravilhoso clima natalino no rotary ao 

leste da estação de Iwakura que estara enfeitado com iluminações, 

e tera varias estantes de comidas, bebidas e miudezas no corredor 

subterrâneo leste-oeste da estação de Iwakura.

Data: 22 de dezembro (domingo). Horário: das 17:00 as 20:30.

Local: No rotary ao leste da estação de Iwakura e no corredor 

subrterrâneo leste-oeste da estação de Iwakura.

Conteúdo: ①Distribuição de Zenzai ( é uma sobremesa japonesa 

tradicional, mingau doce de feijão azuki com mochi ou shiratama)  

② Todo mês, no 3º Domingo é realizado a Feira Noturna de 

Carros Leves(Kei Tora Yoichi).

Evento: Os mascotes Iiiwa-kun e o Yamauchi Keitora-kun estarão 

presentes. Além disso, sera realizado um evento cosplay(fantasiar-

se de um personagem de mangá ,etc) , venham participar 

fantasiados de cosplayer. 

Patrocínio: Município de Iwakura, Comissão Executiva da 

Iuminação, NPO de Promoção ao Turismo de Iwakura.  

Apoio: Câmara do Comércio e da Indústria de Iwakura.

Realização da 8ª Feira Kei Tora 
Ichi (Feira de veículos leves / placa 
amarela)
第
だ い

８回
か い

岩
い わ

倉
く ら

軽
け い

トラ市
い ち

Realizaremos a「8ª Feira Kei Tora Ichi.」 

A Feira Kei Tora Ichi oferece uma diversidade de vegetais 

frescos e vários outros produtos de in, além de eventos para seu 

entretenimento, contamos com o seu comparecimento! 

Data: 20 de novembro (domingo). Horário: 9h ao meio-dia.

Local: Praça Shinmei Fureai Hiroba.

Principais produtos que estarão expostos: produtos 

agrícolas, pães, presuntos, salsichas, miudezas, etc. ※ Os 

produtos que estarão a disposição podem sofrer alteração. 

Eventos:

Show de performance do「Palhaço Chang = Clown Chang」!

 ★ 1ª Apresentação: das 10:00 as 10:20 da manhã.

 ★ 2ª Apresentação: das 11:00 as 11:20 da manhã.

< Clown Chang >

É um palhaço popular tanto nos palcos assim como nas ruas, 

tem uma reputação conceituada em fazer malabarismos com 

rapidez e agilidade, a constituição do show é inteligente com 

um ótimo ritmo,ele é um dos principais membros regulares do 

Plager B que apresentam-se atuando regularmente em eventos, 

etc.  

Dia da coleta do lixo reciclável
分
ぶ ん

別
べ つ

収
しゅう

集
しゅう

03/12(ter)・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・
Ishibotoke Cho

06/12 (sex)・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・
Daiichiba Cho

10/12 (ter)・ Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo Cho・
Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori Cho

13/12 (sex)・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)

Dia da coleta de papel velho e 
roupa usada 
古
こ

紙
し

と古
ふ る

着
ぎ

の日
ひ

03/12(ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho

06/12(sex)・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・
Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho・Shinyanagi 

Cho1ku

10/12(ter)・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae Cho・
Sakaemachi1 Chome

14/12 (sab)・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)

● Informações（ ３８－５８０７）
Disponível intérprete em português

ポルトガル語
ご

情
じょう

報
ほ う

コーナー
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図書館貸出期間を変更します
　図書館は１２月２９日（日）から平成２６年１月４日（土）
まで年末・年始の休館となります。休館に伴い、１２月１５
日（日）から２８日（土）までの間の貸出期間を、下記のと
おり変更します。

▼貸出期間　「１５日間」を「２２日間以内」に変更

クリスマスおはなし会
　図書館では、クリスマスにちなんだおはなし会を開催します。皆
さんぜひお越しください。

▼とき　１２月２１日（土）午後３時～３時４５分

▼ところ　図書館２階視聴覚室

▼出演　岩倉市図書館読み聞かせボランティア「おはなし会」

▼内容　絵本の読み聞かせ、大型紙芝居・パネルシアター上演

図書の無償譲渡会を開催します
　図書館で不用となった図書を差し上げます。お渡しする本は、一般図書（児童図書を含む）と雑誌で、一人それ
ぞれ１０点までです。

▼とき　１２月１４日（土）・１５日（日）午前９時３０分～午後５時

▼ところ　図書館２階会議室

▼対象者　岩倉市図書館の館外利用券をお持ちの人（当日、館外利用券をご持参ください）

※館外利用券をお持ちでない人は免許証、保険証など名前と住所が確認できるものをご持参いただければその場で
発行させていただきます。

　なお、図書館の出入り口付近にはリサイクルコーナーを設置しています。こちらは家庭で不用となった本を自由
に置いて頂き、自由に持ち帰って頂くコーナーです。また定期的に図書館で除籍対象となった本も提供しています。
大切な知的資源である本を有効活用するため、ぜひリサイクルコーナーをご活用ください（リサイクルコーナーに
は本以外の AV 資料、カタログ、漫画、汚損が激しいものなどは置かないようご協力お願いします）。

▼問合先 　生涯学習課図書館グループ（ ☎３７– ６８０４）

図書館からのお知らせ



岩倉市民憲章
小さなまちから大きな夢を

悠久の時を刻みながら流れる五条川。 多くの文化遺産。
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

・「いわくらイルミネーションクリスマスイ
ベント・軽トライルミネーション市」を開
催します!…………………………………８
・いわくらランチスタンプラリーに参加す
る飲食店を募集します！………………８
・い～わくんの年賀状テンプレートがダウ
ンロードできます！……………………９

・「おじんと瑞希」人権朗読会を開催します…９
・家屋を取り壊した人は届け出をしてくだ
さい………………………………………９
・サラ金および悪質商法の相談料を補助し
ます………………………………………９
・平成26年岩倉市まちづくりカレンダーは
引換所でお受け取りください！………１０
・普通救命講習会を開催します………１０
・親子ふれあい体操教室の参加者を募集し
ます……………………………………１０
・岩倉市地球温暖化対策実行計画平成24年
度の実績を公表します………………１１
・日本年金機構からお知らせ～年金額が改
定されました…………………………１２
・入札結果………………………………１２
・ＰＲ大使い～わくん …………………１２

Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー　　2３

図書館からのお知らせ　　　　２４
フォトニュース　　　　　　　２５

岩倉市表彰受賞者の皆さんを紹介
します　　　　　　　　　　　 ３

平成２５年度岩倉市職員採用候補者
試験を行います　　　　　　　３

岩倉市の人事行政の運営等の状況
についてお知らせします　 　　４

市政の窓　 　　　　　　　　 ８

健康講座　　　　　　　　　 １３▲11月2日（土）JA愛知北産
直センター岩倉店で岩倉市農
業振興事業「いわくら産直フェ
ア2013」が行われました。

わらず５千人の人出で賑わいました。
　会場では様々な催しが行われ子どもから大
人まで楽しい時間を過ごしていました。
(この写真は広報モニター福村一夫さん提供 )

　１１月９日（土）、１０日（日）、総合体育文化
センターで「いわくら市民ふれ愛まつり 2013」
が開催されました。９日は天候にも恵まれ１万１
千人、１０日は朝からのあいにくの雨にもかか

　１１月１日（金）から４日（月・振休）まで、総合
体育文化センターで市民文化祭が行われました。
　市民文化祭には、日本画や洋画、書道、生け花など
のほか、小・中学校の児童・生徒による絵や工作も展
示されており、どの作品も市民の皆さんの力作です。
　訪れた人たちは出展された作品を一つずつ、じっ
くりと鑑賞し、それぞれが文化の秋を感じる時間を過
ごしていました。

　１１月２日（土）、第一児童館でにこにこシティいわくら２０
１３が行われ、たくさんの子どもたちで賑わいました。
　にこにこシティは、まちの建設からお店の経営など、ま
ちの動きを子どもたちが手がける「遊びと体験のまち」で
す。市役所や警察、レストランなどさまざまな職業と射的
などのアトラクションが並び、遊びに来た子どもたちは目
を輝かせながら手作りのまちを満喫していきました。

広報いわくら　２０１３年12月1日号　Ｎｏ.１０25

胃癌・大腸癌に対する化学療法（抗がん剤療法）

いわくら市民ふれ愛まつり2013、にこにこ
シティいわくら2013、市民文化祭

表紙の写真
「い～わくんの
　お友だちフェスタ!!」

いすき いわくら ふれ愛まつり
いわくら市民ふれ愛まつり２０１３だ

作りのまち
にこにこシティいわくら２０１３手化の秋

市民文化祭文

催し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
・みどりの家の催し　ほか
募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
・放送大学４月入学生　ほか

健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・麻しん風しん混合第２期、二種混合（ジフテリ
　ア・破傷風）の予防接種はお済みですか　ほか

相談・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・１２月４日～１０日は人権週間～人権週間のお
　知らせ～　ほか
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11月9日（土）、いわくら
市民ふれ愛まつり2013
で「い～わくんのお友だ
ちフェスタ!!」が行われ
16体のゆるキャラたち
が勢ぞろい。最後には
皆で「恋するフォー
チュンクッキー」を踊
り会場を盛り上げまし
た。



１２月のカレンダー
●戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療等
　市民窓口課（☎０５８７－３８－５８０７）
●ごみの収集・処理、犬・猫などのペットの死体処理、
　公害、環境保全　等
　環境保全課（☎０５８７－３８－５８０８）
●保育園、児童福祉、児童手当　等
　児童家庭課（☎０５８７－３８－５８１０）

救急医療情報センター
　　0586-72-1133

休日急病診療所（日曜日・祝日）
　0587-66-4708
受付　  9：00～11：30
　　　13：00～16：30

小児救急外来
江南厚生病院内（こども救急診察室）
　0587-51-3333
○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　受付　　8：30～16：30
○第1・3土曜日
　受付　12：20～16：30

愛知県小児救急電話相談
　♯8000
　052-962-9900
○毎日
　受付　19：00～23：00

消防テレホンサービス
　　0587-38-3119

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。

●毎月２回　１日・１５日発行
●岩倉市ホームページアドレス
　http://www.city.iwakura.aichi.jp/
●岩倉市Ｅメールアドレス（代表）
　koho.prsec@city.iwakura.lg.jp
●編集　総務部秘書課広報広聴グループ
●発行　岩倉市役所
〒482－8686愛知県岩倉市栄町一丁目66番地
☎ 0587－66－1111　FAX0587－66－6100

広報いわくら音声版（ＣＤ）を用意しています。
どなたでもお聴きになれますのでご利用ください。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（☎38－5802）

岩倉市の人口／47,658人
男性／23,749人
女性／23,909人
世帯数／20,429世帯

（11月１日現在）

前月比+10人
+21人
－11人

+24世帯

前年比-208人
－102人
－106人

+128世帯
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１ 日
休日急病診療（加藤芳幸　かみのクリニック）

日曜市役所（証明発行業務）8：30 ～ 12：00
日曜資源回収ステーション（清掃事務所 9:00 ～
12:00）

２ 月 ★プレママ教室

３ 火 分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町

４ 水 ★健康チェックの日　
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

５ 木 ★母子健康手帳の交付

６ 金
★２歳６か月児親子歯科健康診査
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺
元町・大山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日 / 下本町・昭和町・旭町・栄町
二丁目・新柳町・新柳町 1 区

７ 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

８ 日
休日急病診療（伊藤義巳　いとうクリニック）

日曜市役所（証明発行業務）8：30 ～ 12：00
正午から市役所市民スペースはお休みです
日曜資源回収ステーション（消防署東側防災公
園 9：00 ～ 12：00 ）

９ 月 ★プレママと新米ママ教室　
★４か月児健康診査

10 火
★すくすく育児教室　★１歳６か月児健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新
町・川井町・北島町・野寄町
古紙と古着の日／西市町・本町・宮前町・栄
町一丁目

11 水 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

12 木 ★母子健康手帳の交付　★ BCG

13 金 ★２歳児歯科健康診査
分別収集 / 東新町（岩倉団地）

14 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道
古紙と古着の日 / 東新町（岩倉団地）

15 日
休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック）

日曜市役所（証明発行業務）8：30 ～ 12：00
日曜資源回収ステーション（清掃事務所 9：
00 ～ 12：00）

⑲八剱会館

確認してください

お近くの避難場所

　八剱会館は国道１５５号線
の少し北、明治橋の北東に
位置しています。
　所在地は八剱町郷８１－１
です。一度ご確認ください。

八剱会館

八剱公民館

明治橋 国道 155号
八剱町
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